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国別模倣件数
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２００２．２．１９
ぺんてる（株）特許部　笹川　徹

日本知的財産協会　模倣品対策フォーラム

１．日本製品に対する模倣品の現状

　Ｈ13.12.7　経済産業省主催の「知的財産を巡る検討に関する産業界への説明会」配布資料より

世界全体の模倣品被害額 世界の貿易額の約５～７％
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（平成12年度模倣実態調査結果）

２．文具製品に対する模倣品の現状

　文具製品の模倣の難易度
　　　　　　→化学的なもの（組成）を除けばメカ的なアッセンブル技術が主体

　第12回　国際文具・紙製品・事務機器展の状況
　　　　　　　（ISOT２００１ 2001.7.12～14 東京ビックサイト 国内325社 海外244社)

生産設備も小規模で可
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３ 弊社製品に対する模倣品の発生状況（1999 1～2001 12）
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・ 業界紙等による謝罪文
の掲載は不可

弁護士名で警告書を発送
すれば９割は止まる

謝罪文の提出も可

韓国

３．弊社製品に対する模倣品の発生状況（1999.1～2001.12）

４．弊社の中国、台湾、韓国における模倣品対処状況
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模倣品発見の契機　→　各国の現地法人又は代理店よりの情報

５．中国事情

１）模倣品の価格
　　　中国国内…弊社製品の1／１５～１／１０
　　　中国以外…弊社製品の１／２～２／３（各国へ流通） 価格競争では絶対に勝てない

２）ＷＴＯ加盟後の動向？

自由経済の更なる推進
（計画経済よりの脱皮）

規制緩和

企業の生き残り競争 行政摘発緩む？

行政改革

人減らし

模倣品の増大

当事者交渉により問題
解決できる国へ

３）業界アライアンスの必要性

真に世界の仲間入り
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④特許出願審査の遅延
　登録時期の遅れ
　　　　　　　　売り逃げ・作り逃げ（侵害得）
　　　　　　　　　　　　　　早期審査制度の必要性
　　　　　　　　　　　　　　反不正当競争法（日本の不正競争防止法に該当）による商品形態模倣の規制の
　　　　　　　　　　　　　　必要性

３）業界アライアンスの必要性

　　模倣品会社１社で各社の模倣品を製造　（⇒業界内における情報伝達等の仕組み作り）

４）問題点

　　①行政摘発における地域差

行政機関 行政摘発に積極的　←　成果判断尺度（罰金の額）

地域振興主体（行政摘発に消極的）

摘発情報の漏洩

③意匠出願無審査制度
　行政摘発　　　対抗手段としての無効審判請求（審決まで１～２年）
　　　　　　　　　　　　　行政処分決定時期の遅れ　　　制度改正の必要性

⑤税関による差押さえ時の保証金（貨物相当額）の提出（権利者の金銭的負担）

⑥地方人民法院裁判官の任命
　　地方の各級人民代表大会常務委員会で任命
　　　　　　　　　地方共産党委員会が掌握
　　　　　　　　　　　　地方保護主義（地方利益優先）が発生
　　　　　　　　　　　　　　　公平性欠如

日本では申立人と輸入者等の主張が対立し、当該物品について侵害品か否か認定しがたい場合
に、税関が供託命令

以上

行政摘発依頼時の摘発地の選択

②報道規制
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